
第１問 （配点 ２０）

〔�〕 実数 a，b，cが

a＋ b＋ c＝� ………………………… 

および

a２＋ b２＋ c２＝１３ ………………………… 

を満たしているとする。

 （a＋ b＋ c）２を展開した式において，とを用いると

ab＋ bc＋ ca＝ アイ

であることがわかる。よって

（a－ b）２＋（b－ c）２＋（c－ a）２＝ ウエ

である。
（数学Ⅰ第１問は次ページに続く。）

数 学 Ⅰ
（全 問 必 答）

― ４ ― （２１０４―４）



 a－ b＝���の場合に，（a－ b）（b－ c）（c－ a）の値を求めて

みよう。

b－ c＝ x，c－ a＝ yとおくと

x＋ y＝ オカ ��

である。また，の計算から

x２＋ y２＝ キク

が成り立つ。

これらより

（a－ b）（b－ c）（c－ a）＝ ケ ��

である。
（数学Ⅰ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ５ ― （２１０４―５）



〔�〕 太郎さんと花子さんは，次の命題Ａが真であることを証明しようとしてい

る。

命題Ａ p，q，r，sを実数とする。pq＝�（r＋ s）ならば，二つの

�次関数 y＝ x２＋ px＋ r，y＝ x２＋ qx＋ sのグラフのうち，

少なくとも一方は x軸と共有点をもつ。

太郎：命題Ａは，グラフと x軸との共有点についての命題だね。

花子：y＝�とおいた�次方程式の解の問題として命題Ａを考えてみて

はどうかな。

�次方程式 x２＋ px＋ r＝�に解の公式を適用すると

x＝
－ p±�p コ － サ r

シ

となる。ここで，D１を

D１＝ p
コ
－ サ r

とおく。同様に，�次方程式 x２＋ qx＋ s＝�に対して，D２を

D２＝ q
コ
－ サ s

とおく。
（数学Ⅰ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ６ ― （２１０４―６）



y＝ x２＋ px＋ r，y＝ x２＋ qx＋ sのグラフのうち，少なくとも一方が x

軸と共有点をもつための必要十分条件は， ス である。つまり，命題Ａ

の代わりに，次の命題Ｂを証明すればよい。

命題Ｂ p，q，r，sを実数とする。pq＝�（r＋ s）ならば， ス

が成り立つ。

太郎：D１と D２を用いて，命題Ｂをどうやって証明したらいいかな。

花子：結論を否定して，背理法を用いて証明したらどうかな。

背理法を用いて証明するには， ス が成り立たない，すなわち

セ が成り立つと仮定して矛盾を導けばよい。

ス ， セ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� D１＜�かつ D２＜� � D１＜�かつ D２≧�

� D１≧�かつ D２＜� � D１≧�かつ D２≧�

� D１＞�かつ D２＞� 	 D１＜�または D２＜�


 D１＜�または D２≧� � D１≧�または D２＜�

� D１≧�または D２≧� 
 D１＞�または D２＞�

（数学Ⅰ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ７ ― （２１０４―７）



セ が成り立つならば

D１＋ D２ ソ �

が得られる。

一方，pq＝�（r＋ s）を用いると

D１＋ D２＝ タ

が得られるので

D１＋ D２ チ �

となるが，これは D１＋ D２ ソ �に矛盾する。したがって， セ

は成り立たない。よって，命題Ｂは真である。

ソ ， チ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� ＝ � ＜ � ＞ � ≧

タ の解答群

� p２＋ q２＋�pq � p２＋ q２－�pq � p２＋ q２＋�pq

� p２＋ q２－�pq 	 p２＋ q２＋
pq � p２＋ q２－
pq

� p２＋ q２ 
 pq � �pq

数学Ⅰ

― ８ ― （２１０４―８）



第２問 （配点 ３０）

〔�〕 以下の問題を解答するにあたっては，必要に応じて１３ページの三角比の

表を用いてもよい。

太郎さんと花子さんは，キャンプ場のガイドブックにある地図を見なが

ら，後のように話している。

山頂
国道

湖
川

キャンプ場
A

B

参考図

太郎：キャンプ場の地点 Aから山頂 Bを見上げる角度はどれくらいか

な。

花子：地図アプリを使って，地点 Aと山頂 Bを含む断面図を調べた

ら，図�のようになったよ。点 Cは，山頂 Bから地点 Aを通る

水平面に下ろした垂線とその水平面との交点のことだよ。

太郎：図�の角度 θは，AC，BCの長さを定規で測って，三角比の表を

用いて調べたら１６°だったよ。

花子：本当に１６°なの？ 図�の鉛直方向の縮尺と水平方向の縮尺は等

しいのかな？

B

C
Aθ

山頂

キャンプ場

水平方向

鉛直方向

図 �
（数学Ⅰ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― １０ ― （２１０４―１０）



図�の θはちょうど１６°であったとする。しかし，図�の縮尺は，水平方

向が
�

１０００００
であるのに対して，鉛直方向は

�
２５０００

であった。

実際にキャンプ場の地点 Aから山頂 Bを見上げる角である∠BACを考え

ると，tan∠BACは ア ． イウエ となる。したがって，∠BACの大

きさは オ 。ただし，目の高さは無視して考えるものとする。

オ の解答群

� ３°より大きく４°より小さい

� ちょうど４°である

� ４°より大きく５°より小さい

� ちょうど１６°である

� ４８°より大きく４９°より小さい

� ちょうど４９°である

	 ４９°より大きく５０°より小さい


 ６３°より大きく６４°より小さい

� ちょうど６４°である

� ６４°より大きく６５°より小さい

（数学Ⅰ第２問は１３ページに続く。）

数学Ⅰ

― １１ ― （２１０４―１１）



三角比の表

角 正弦（sin） 余弦（cos） 正接（ tan） 角 正弦（sin） 余弦（cos） 正接（ tan）

０° ０．００００ １．００００ ０．００００ ４５° ０．７０７１ ０．７０７１ １．００００

１° ０．０１７５ ０．９９９８ ０．０１７５ ４６° ０．７１９３ ０．６９４７ １．０３５５
２° ０．０３４９ ０．９９９４ ０．０３４９ ４７° ０．７３１４ ０．６８２０ １．０７２４
３° ０．０５２３ ０．９９８６ ０．０５２４ ４８° ０．７４３１ ０．６６９１ １．１１０６
４° ０．０６９８ ０．９９７６ ０．０６９９ ４９° ０．７５４７ ０．６５６１ １．１５０４
５° ０．０８７２ ０．９９６２ ０．０８７５ ５０° ０．７６６０ ０．６４２８ １．１９１８

６° ０．１０４５ ０．９９４５ ０．１０５１ ５１° ０．７７７１ ０．６２９３ １．２３４９
７° ０．１２１９ ０．９９２５ ０．１２２８ ５２° ０．７８８０ ０．６１５７ １．２７９９
８° ０．１３９２ ０．９９０３ ０．１４０５ ５３° ０．７９８６ ０．６０１８ １．３２７０
９° ０．１５６４ ０．９８７７ ０．１５８４ ５４° ０．８０９０ ０．５８７８ １．３７６４
１０° ０．１７３６ ０．９８４８ ０．１７６３ ５５° ０．８１９２ ０．５７３６ １．４２８１

１１° ０．１９０８ ０．９８１６ ０．１９４４ ５６° ０．８２９０ ０．５５９２ １．４８２６
１２° ０．２０７９ ０．９７８１ ０．２１２６ ５７° ０．８３８７ ０．５４４６ １．５３９９
１３° ０．２２５０ ０．９７４４ ０．２３０９ ５８° ０．８４８０ ０．５２９９ １．６００３
１４° ０．２４１９ ０．９７０３ ０．２４９３ ５９° ０．８５７２ ０．５１５０ １．６６４３
１５° ０．２５８８ ０．９６５９ ０．２６７９ ６０° ０．８６６０ ０．５０００ １．７３２１

１６° ０．２７５６ ０．９６１３ ０．２８６７ ６１° ０．８７４６ ０．４８４８ １．８０４０
１７° ０．２９２４ ０．９５６３ ０．３０５７ ６２° ０．８８２９ ０．４６９５ １．８８０７
１８° ０．３０９０ ０．９５１１ ０．３２４９ ６３° ０．８９１０ ０．４５４０ １．９６２６
１９° ０．３２５６ ０．９４５５ ０．３４４３ ６４° ０．８９８８ ０．４３８４ ２．０５０３
２０° ０．３４２０ ０．９３９７ ０．３６４０ ６５° ０．９０６３ ０．４２２６ ２．１４４５

２１° ０．３５８４ ０．９３３６ ０．３８３９ ６６° ０．９１３５ ０．４０６７ ２．２４６０
２２° ０．３７４６ ０．９２７２ ０．４０４０ ６７° ０．９２０５ ０．３９０７ ２．３５５９
２３° ０．３９０７ ０．９２０５ ０．４２４５ ６８° ０．９２７２ ０．３７４６ ２．４７５１
２４° ０．４０６７ ０．９１３５ ０．４４５２ ６９° ０．９３３６ ０．３５８４ ２．６０５１
２５° ０．４２２６ ０．９０６３ ０．４６６３ ７０° ０．９３９７ ０．３４２０ ２．７４７５

２６° ０．４３８４ ０．８９８８ ０．４８７７ ７１° ０．９４５５ ０．３２５６ ２．９０４２
２７° ０．４５４０ ０．８９１０ ０．５０９５ ７２° ０．９５１１ ０．３０９０ ３．０７７７
２８° ０．４６９５ ０．８８２９ ０．５３１７ ７３° ０．９５６３ ０．２９２４ ３．２７０９
２９° ０．４８４８ ０．８７４６ ０．５５４３ ７４° ０．９６１３ ０．２７５６ ３．４８７４
３０° ０．５０００ ０．８６６０ ０．５７７４ ７５° ０．９６５９ ０．２５８８ ３．７３２１

３１° ０．５１５０ ０．８５７２ ０．６００９ ７６° ０．９７０３ ０．２４１９ ４．０１０８
３２° ０．５２９９ ０．８４８０ ０．６２４９ ７７° ０．９７４４ ０．２２５０ ４．３３１５
３３° ０．５４４６ ０．８３８７ ０．６４９４ ７８° ０．９７８１ ０．２０７９ ４．７０４６
３４° ０．５５９２ ０．８２９０ ０．６７４５ ７９° ０．９８１６ ０．１９０８ ５．１４４６
３５° ０．５７３６ ０．８１９２ ０．７００２ ８０° ０．９８４８ ０．１７３６ ５．６７１３

３６° ０．５８７８ ０．８０９０ ０．７２６５ ８１° ０．９８７７ ０．１５６４ ６．３１３８
３７° ０．６０１８ ０．７９８６ ０．７５３６ ８２° ０．９９０３ ０．１３９２ ７．１１５４
３８° ０．６１５７ ０．７８８０ ０．７８１３ ８３° ０．９９２５ ０．１２１９ ８．１４４３
３９° ０．６２９３ ０．７７７１ ０．８０９８ ８４° ０．９９４５ ０．１０４５ ９．５１４４
４０° ０．６４２８ ０．７６６０ ０．８３９１ ８５° ０．９９６２ ０．０８７２ １１．４３０１

４１° ０．６５６１ ０．７５４７ ０．８６９３ ８６° ０．９９７６ ０．０６９８ １４．３００７
４２° ０．６６９１ ０．７４３１ ０．９００４ ８７° ０．９９８６ ０．０５２３ １９．０８１１
４３° ０．６８２０ ０．７３１４ ０．９３２５ ８８° ０．９９９４ ０．０３４９ ２８．６３６３
４４° ０．６９４７ ０．７１９３ ０．９６５７ ８９° ０．９９９８ ０．０１７５ ５７．２９００
４５° ０．７０７１ ０．７０７１ １．００００ ９０° １．００００ ０．００００ ―

（数学Ⅰ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― １３ ― （２１０４―１３）



〔�〕 外接円の半径が�である�ABCを考える。

 cos∠ACB＝ �
�
� ，AC：BC＝��：�とする。このとき

sin∠ACB＝
� カ

キ

AB＝ ク � ケ ， AC＝ コ � サ

である。
（数学Ⅰ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― １４ ― （２１０４―１４）



 点 Aから直線 BCに引いた垂線と直線 BCとの交点を Dとする。

� AB＝�，AC＝�とする。このとき

sin∠ABC＝
シ

ス
， AD＝

セソ

タ

である。

� �辺 AB，ACの長さの間に�AB＋ AC＝１４の関係があるとする。

このとき，ABの長さのとり得る値の範囲は

チ ≦ AB≦ ツ であり

AD＝
テト

ナ
AB２＋

ニ

ヌ
AB

と表せるので，ADの長さの最大値は ネ である。AD＝ ネ

のとき，�ABCの面積は ノ � ハ である。

数学Ⅰ

― １５ ― （２１０４―１５）



第３問 （配点 ３０）

〔�〕 a，b，c，dを実数とし，a≠�，c≠�とする。xの�次式の積で表され

る２次関数

y＝（ax＋ b）（cx＋ d）

の最大値や最小値について，二つの直線 l：y＝ ax＋ bとm：y＝ cx＋ d

の関係に着目して考える。

lとmの関係として，次の�～�の場合について考える。

あ　a　＞　0,　c　＜　0

l

m

y

x

い　a　＜　c　＜　0

l m

y

x

え　a　＝　c　＜　0

l
m

y

x

お　a　＝　c　＞　0

l

m

y

x

う　0　＜　a　＜　c

l

m
y

x
O O

O O

O

lと x軸との交点の x座標を s，mと x軸との交点の x座標を tとする。

�～�のすべてにおいて，s＜ tであり，l，mは y軸と y＞�の部分で交

わるものとする。また，�～�では lとmの交点の x座標と y座標はとも

に正であるとする。

以下，xのとり得る値の範囲は実数全体とする。

（数学Ⅰ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― １６ ― （２１０４―１６）



 s，tが具体的な値である場合を考える。

� �について考える。s＝－�，t＝�であるとき，

y＝（ax＋ b）（cx＋ d）は，x＝ ア で イ をとる。

� �について考える。s＝�，t＝	であるとき，

y＝（ax＋ b）（cx＋ d）は，x＝ ウ で エ をとる。

イ ， エ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）


 最大値 � 最小値

（数学Ⅰ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― １７ ― （２１０４―１７）



 s＝－�のときの�について考える。y＝（ax＋ b）（cx＋ d）が イ

を�＜ x＜１０の範囲でとるような tの値の範囲は

オ ＜ t＜ カキ

である。
（数学Ⅰ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― １８ ― （２１０４―１８）



 y＝（ax＋ b）（cx＋ d）について，次のことが成り立つ。

● yの最大値があるのは ク 。

● yの最小値があり，その値が�以上になるのは ケ 。

● yの最小値があり，その値を x＞�の範囲でとるのは コ 。

ク ～ コ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� �のみである

� �と�のみである

� 	と
のみである

� �と	のみである

� �と
のみである


 �，�，	のみである

� �，�，
のみである

� �～
のうちにはない

（数学Ⅰ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― １９ ― （２１０４―１９）



〔�〕 p，qを実数とする。

花子さんと太郎さんは，次の二つの�次方程式について考えている。

x２＋ px＋ q＝� ………………………… 

x２＋ qx＋ p＝� ………………………… 

またはを満たす実数 xの個数を nとおく。

 p＝�，q＝－�のとき，n＝ サ である。

また，p＝�，q＝－�のとき，n＝ シ である。

 p＝－�のとき，n＝�になる場合を考える。

花子：例えば，とをともに満たす実数 xがあるときは n＝�に

なりそうだね。

太郎：それを αとしたら，α２－�α＋ q＝�と α２＋ qα－�＝�が成

り立つよ。

花子：なるほど。それならば，α２を消去すれば，αの値が求められそ

うだね。

太郎：確かに αの値が求まるけど，実際に n＝�となっているかど

うかの確認が必要だね。

花子：これ以外にも n＝�となる場合がありそうだね。

n＝�となる qの値は

q＝ ス ， セ

である。ただし， ス ＜ セ とする。

（数学Ⅰ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ２０ ― （２１０４―２０）



 花子さんと太郎さんは，グラフ表示ソフトを用いて，，の左辺を

yとおいた�次関数 y＝ x２＋ px＋ qと y＝ x２＋ qx＋ pのグラフの動き

を考えている。

（数学Ⅰ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ２１ ― （２１０４―２１）



p＝－�に固定したまま，qの値だけを変化させる。

y＝ x２－�x＋ q ………………………… 

y＝ x２＋ qx－� ………………………… 

の二つのグラフについて，q＝�のときのグラフを点線で，qの値を�か

ら増加させたときのグラフを実線でそれぞれ表す。このとき，のグラ

フの移動の様子を示すと ソ となり，のグラフの移動の様子を示

すと タ となる。

ソ ， タ については，最も適当なものを，次の�～�のうちか

ら一つずつ選べ。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。なお，x軸

と y軸は省略しているが，x軸は右方向，y軸は上方向がそれぞれ正の方

向である。

（数学Ⅰ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ２２ ― （２１０４―２２）



 ス ＜ q＜ セ とする。全体集合 Uを実数全体の集合とし，

Uの部分集合 A，Bを

A＝｛x�x２－�x＋ q＜�｝

B＝｛x�x２＋ qx－�＜�｝

とする。Uの部分集合 Xに対し，Xの補集合を Xと表す。このとき，次

のことが成り立つ。

● x∈ Aは，x∈ Bであるための チ 。

● x∈ Bは，x∈ Aであるための ツ 。

チ ， ツ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� 必要条件であるが，十分条件ではない

� 十分条件であるが，必要条件ではない

� 必要十分条件である

� 必要条件でも十分条件でもない

数学Ⅰ

― ２３ ― （２１０４―２３）



第４問 （配点 ２０）

日本国外における日本語教育の状況を調べるために，独立行政法人国際交流基

金では「海外日本語教育機関調査」を実施しており，各国における教育機関数，教

員数，学習者数が調べられている。２０１８年度において学習者数が５０００人以上の

国と地域（以下，国）は２９か国であった。これら２９か国について，２００９年度と

２０１８年度のデータが得られている。

 各国において，学習者数を教員数で割ることにより，国ごとの「教員�人あ

たりの学習者数」を算出することができる。図�と図�は，２００９年度および

２０１８年度における「教員�人あたりの学習者数」のヒストグラムである。これ

ら二つのヒストグラムから，�年間の変化に関して，後のことが読み取れる。

なお，ヒストグラムの各階級の区間は，左側の数値を含み，右側の数値を含ま

ない。
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(国数)

図� ２００９年度における教員�人あ
たりの学習者数のヒストグラム
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図� ２０１８年度における教員�人あ
たりの学習者数のヒストグラム

（出典：国際交流基金のWebページにより作成）

（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ２４ ― （２１０４―２４）



● ２００９年度と２０１８年度の中央値が含まれる階級の階級値を比較すると，

ア 。

● ２００９年度と２０１８年度の第�四分位数が含まれる階級の階級値を比較する

と， イ 。

● ２００９年度と２０１８年度の第�四分位数が含まれる階級の階級値を比較する

と， ウ 。

● ２００９年度と２０１８年度の範囲を比較すると， エ 。

● ２００９年度と２０１８年度の四分位範囲を比較すると， オ 。

ア ～ オ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� ２０１８年度の方が小さい

� ２０１８年度の方が大きい

� 両者は等しい

� これら二つのヒストグラムからだけでは両者の大小を判断できない

（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ２５ ― （２１０４―２５）



 各国において，学習者数を教育機関数で割ることにより，「教育機関�機関

あたりの学習者数」も算出した。図�は，２００９年度における「教育機関�機関

あたりの学習者数」の箱ひげ図である。

100 200 300 400 500
(人)

図� ２００９年度における教育機関�機関あたりの学習者数の箱ひげ図

（出典：国際交流基金のWebページにより作成）

２００９年度について，「教育機関�機関あたりの学習者数」（横軸）と「教員�人

あたりの学習者数」（縦軸）の散布図は カ である。ここで，２００９年度にお

ける「教員�人あたりの学習者数」のヒストグラムであるの図�を，図�と

して再掲しておく。
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図� ２００９年度における教員�人あ
たりの学習者数のヒストグラム

（出典：国際交流基金のWebページにより作成）

（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ２６ ― （２１０４―２６）



カ については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。な

お，これらの散布図には，完全に重なっている点はない。
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（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ２７ ― （２１０４―２７）



 各国における２０１８年度の学習者数を１００としたときの２００９年度の学習者数

S，および，各国における２０１８年度の教員数を１００としたときの２００９年度の

教員数 Tを算出した。

例えば，学習者数について説明すると，ある国において，２００９年度が

４４２７２人，２０１８年度が１７４５２１人であった場合，２００９年度の学習者数 Sは

４４２７２
１７４５２１

×１００より２５．４と算出される。

表�は Sと Tについて，平均値，標準偏差および共分散を計算したもので

ある。ただし，Sと Tの共分散は，Sの偏差と Tの偏差の積の平均値である。

表�の数値が四捨五入していない正確な値であるとして，Sと Tの相関係数

を求めると キ ． クケ である。

表� 平均値，標準偏差および共分散

Sの

平均値

Tの

平均値

Sの

標準偏差

Tの

標準偏差

Sと Tの

共分散

８１．８ ７２．９ ３９．３ ２９．９ ７３５．３

（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ２８ ― （２１０４―２８）



 表�とで求めた相関係数を参考にすると，で算出した２００９年度の

S（横軸）と T（縦軸）の散布図は コ である。

コ については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。な

お，これらの散布図には，完全に重なっている点はない。
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（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）
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 ２０１８年度において，学習者数が３０００人以上５０００人未満の国は表�の�か
国であった。これらの国々について「教員�人あたりの学習者数」を算出した。

表� 学習者数が３０００人以上５０００人未満の�か国

国 名
教員�人あたりの
学習者数（人）

スイス １５．５

パラグアイ ２０．６

バングラデシュ ２１．８

ポーランド ２２．４

ペルー ５２．７

トルクメニスタン ９３．１

コートジボワール ２１２．０

学習者数が５０００人以上の２９か国に，表�の�か国を加えた３６か国の「教員

�人あたりの学習者数」について，後の表�の度数分布表の サシ ，

ス ， セ に当てはまる度数を求め，表�を完成させよ。ここで，２９

か国の「教員�人あたりの学習者数」のヒストグラムであるの図�を，図�
として再掲しておく。
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図� ２９か国の２０１８年度における教員�人あたりの
学習者数のヒストグラム

（出典：国際交流基金のWebページにより作成）

（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ３０ ― （２１０４―３０）



表� 度数分布表

階級（人） 度数（国数）

０以上 ３０未満 １４

３０以上 ６０未満 サシ

６０以上 ９０未満 ス

９０以上１２０未満 セ

１２０以上１５０未満 �

１５０以上１８０未満 �

１８０以上２１０未満 �

２１０以上２４０未満 �

（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ３１ ― （２１０４―３１）



表�は，２９か国と�か国のそれぞれの群の「教員�人あたりの学習者数」

の，平均値と標準偏差である。なお，ここでの平均値および標準偏差は，国ご

との「教員�人あたりの学習者数」に対して算出したものとする。以下，同様と

する。

表� 教員�人あたりの学習者数の平均値と標準偏差

平均値 標準偏差

学習者数が５０００人以上の２９か国 ４４．８ ２９．１

学習者数が３０００人以上５０００人未満の�か国 ６２．６ ６６．１

表�より，これらを合わせた３６か国の「教員�人あたりの学習者数」の平均

値を算出する式は ソ である。

ソ については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。

� ４４．８＋６２．６
� � ６２．６－４４．８

�

	 ４４．８×２９＋６２．６×７
２９＋７


 ４４．８×２９－６２．６×７
２９＋７

� ４４．８×�＋６２．６×２９
２９＋７

� ６２．６×２９－４４．８×７
２９＋７

（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ３２ ― （２１０４―３２）



次の�，�は，「教員�人あたりの学習者数」についての記述である。

� ３６か国の「教員�人あたりの学習者数」の平均値は，２９か国の「教員�人あ

たりの学習者数」の平均値より小さい。

� ２９か国の「教員�人あたりの学習者数」の分散は，�か国の「教員�人あた

りの学習者数」の分散より小さい。

�，�の正誤の組合せとして正しいものは タ である。

タ の解答群

� � � 	

� 正 正 誤 誤

� 正 誤 正 誤

数学Ⅰ

― ３３ ― （２１０４―３３）




